
（単位：百万円）

金　　額 金　　額

流 動 資 産 15,591 流 動 負 債 8,621

現 金 及 び 預 金 133 582

売 掛 金 3,261 4,594

貯 蔵 品 303 312

前 払 費 用 673 803

短 期 貸 付 金 3 409

預 け 金 10,840 288

未 収 入 金 251 1,344

そ の 他 127 113

貸 倒 引 当 金 △ 3 171

固 定 資 産 19,540 固 定 負 債 4,973

有 形 固 定 資 産 4,162 4,582

建 物 2,119 77

構 築 物 0 28

機 械 装 置 155 57

車 両 及 び 運 搬 具 3 228

工 具 器 具 備 品 1,859 13,595

建 設 仮 勘 定 23

無 形 固 定 資 産 279 株　主　資　本 21,536

ソ フ ト ウ エ ア 270 100

そ の 他 8 21,436

投資その他の資産 15,098 25

投 資 有 価 証 券 83 21,411

関 係 会 社 株 式 11 繰 越 利 益 剰 余 金 21,411

長 期 貸 付 金 7

繰 延 税 金 資 産 3,360

差 入 保 証 金 11,581

そ の 他 53

貸 倒 引 当 金 △ 0 21,536

35,131 35,131

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

買 掛 金

貸　借　対　照　表
２０２６年３月３１日現在

科　　目 科　　目

未 払 金

未 払 消 費 税 等

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

前 受 金

賞 与 引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

投 資 損 失 引 当 金

役員退職慰労引当金

そ の 他

固定資産撤去損失引当金

ホテル券等引換引当金

預 り 保 証 金

負 債 合 計

（純 資 産 の 部）

資 本 金

資 産 合 計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

純 資 産 合 計

そ の 他 利 益 剰 余 金
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（単位：円） （単位：百万円）

55,671

12,685

42,986

39,745

3,240

164

受 取 賃 貸 料 525

38 727

賃 貸 費 用 433

10 444

3,523

42

1 44

184

442

44 671

2,897

907

100 1,007

1,889

そ の 他

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

営 業 外 費 用

そ の 他

経 常 利 益

特 別 利 益

そ の 他

そ の 他

固 定 資 産 除 却 損

減 損 損 失

特 別 損 失

固定資産撤去損失引当金戻入額

金　　　　　額

売 上 高

損　益　計　算　書
２０２５年４月　１日から
２０２６年３月３１日まで

売 上 原 価

科　　　　　目

営 業 外 収 益

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金
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株式会社 阪急阪神ホテルズ （単位：百万円）

繰越利益
剰余金

当期首残高 100 - 20,529 20,529 20,629

当期変動額

25 △ 25 - -

△ 982 △ 982 △ 982

　当期純利益 1,889 1,889 1,889

当期変動額合計 - 25 881 906 906

当期末残高 100 25 21,411 21,436 21,536

906

21,536

△ 982

1,889

20,629

株主資本等変動計算書
２０２５年４月　１日から
２０２６年３月３１日まで

株　主　資　本

純資産
合計資本金

利益剰余金

株主資本
合計利益

準備金

その他利益剰余金

利益剰余金
合計

-
　剰余金の配当に伴う
　　利益準備金の積立

　剰余金の配当

－3－
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個 別 注 記 表 

 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

１． 資産の評価基準及び評価方法 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

子会社株式及び関連会社株式・・・移動平均法に基づく原価法 

その他有価証券 

市場価格のない株式等・・・移動平均法に基づく原価法 

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品・・・・・移動平均法に基づく原価法 

（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

 

２． 固定資産の減価償却の方法  

（１）有形固定資産 ・・・・・定額法                    

（２）無形固定資産 ・・・・・定額法（ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内にお

ける利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しており

ます。） 

（３）リ ー ス 資 産 ・・・・・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採

用しております。 

 

３． 引当金の計上基準 

(１)貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計

上しております。 

(２)賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、支給見込額に基づき当事業年度

に見合う分を計上しております。 

(３)退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基づき、当

事業年度末において発生している額を計上しております。過去勤務債務については、そ

の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(８～１０年)による定額法によ

り按分した額を費用処理しております。 

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務

期間以内の一定の年数（８～１０年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事

業年度より費用処理しております。 

(４)役員退職慰労引当金 

役員及び執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく事業年度末要支

給額を計上しております。 
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(５)ホテル券等引換引当金 

当社が発行しているホテル券等の未使用分について一定期間経過後に収益に計上し

たものに対して、将来の引換時に発生する損失に備えるため、過去の実績に基づく将来

の引換見込み額を計上しております。 

  （６）固定資産撤去損失引当金 

固定資産撤去工事に備えるため、費用を合理的に見積ることが可能な工事について、

当該見積額を計上しております。 

  （7）投資損失引当金 

関係会社の事業の損失に備えるため、その資産状態等を勘案し、出資金額及び貸付

金額を超えて負担することとなる損失見込額を計上しております。 

 

４． 収益及び費用の計上基準 

当社は、主に直営ホテルにおいて宿泊、宴会、レストランに関するサービスを顧客に提供

する事業となっております。当該サービスについては、顧客にサービスを提供した時点で履

行義務が充足されると判断し、当該時点において収益を認識しております。 

 

５． その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

   （１）グループ通算制度の適用 

      阪急阪神ホールディングス株式会社を通算親会社とするグループ通算制度の適用を

受けております。 

   （２）法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理 

   当社は、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を適用する

場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第 42 号 2021 年 8 月 12

日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会

計処理並びに開示を行っております。 

 

（会計上の見積りに関する注記） 

 会計上の見積りは、計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出して

おります。当事業年度の計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌事業

年度の計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は以下のとおりです。 

 

１. 繰延税金資産の回収可能性 

（1）当事業年度の計算書類に計上した金額 

繰延税金資産 3，360 百万円 

 

（2）会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報 

当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準委員会 企業会計基

準適用指針第 26 号）に従い、中期経営計画により見積もられた将来の課税所得等に基

づき、繰延税金資産を計上しております。 
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（貸借対照表に関する注記） 

１．顧客との契約から生じた債権及び契約負債 

顧客との契約から生じた債権 

売掛金             3,261 百万円 

契約負債               

前受金              288 百万円 

 

２．有形固定資産の減価償却累計額  12,380 百万円 

 

３．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権 

長期金銭債権 

103 百万円 

5,085 百万円 

短期金銭債務 124 百万円 

  

（損益計算書に関する注記） 

関係会社との取引高 

     営業取引による取引高 

売上高 

営業費用 

60 百万円 

3,776 百万円 

     営業取引以外の取引による取引高 

 42 百万円 

（株主資本等変動計算書に関する注記） 

１．当事業年度末における発行済株式の種類及び総数 

     普通株式      10,000 株 

 

２．配当に関する事項 

（1）配当金支払額 

 ① 決議          2025 年 6 月 3 日定時株主総会 

 ② 株式の種類     普通株式 

 ③ 配当金の総額    982,984,254 円 

 ④ 1 株当たり配当額  98,298 円 42 銭 

 ⑤ 基準日        2025 年 3 月 31 日 

 ⑥ 効力発生日     2025 年 6 月 4 日 

 

（2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

  2026 年 6 月 5 日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次の

とおり提案しております。 

① 配当金の総額      944,597,128 円 

② 1 株当たり配当額    94,459 円 71 銭 

③ 基準日         2026 年 3 月 31 日 

④ 効力発生日      2026 年 6 月 6 日 

  なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。 
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（収益認識に関する注記） 

  収益を理解するための基礎となる情報は（重要な会計方針に係る事項に関する注記）４. 収

益及び費用の計上基準に記載のとおりです。 

 

（税効果会計に関する注記） 

  繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金及び減損損失の否認等であります。 

 

（金融商品に関する注記） 

1. 金融商品の状況に関する事項 

    売掛金に係る顧客の信用リスクは、売掛金管理規程に沿ってリスク低減を図っております。 

    借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であり、金利につい

ては、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しており、返済条件の期間は 5 年以内とし

ております。 

 

２. 金融商品の時価等に関する事項 

2026 年 3 月 31 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。また、「現金及び預金」「売掛金」「未収入金」「買掛金」「未払金」について

は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。 

（単位：百万円） 

 貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

（１）差入保証金 11,581 9,049 △2,532 

 

（注１）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、

以下の 3 つのレベルに分類しております。 

 

レベル 1 の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格に 

より算定した時価 

レベル 2 の時価：レベル 1 のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプット 

を用いて算定した時価 

レベル 3 の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価 

 

（１） 差入保証金 

将来キャッシュ・フローを国債の利回りで割り引いた現在価値によって算定しており、レ

ベル２の時価に分類しております。 
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 （注２）市場価格のない株式等 

      これらについては、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もるなどがで

きず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、上表には含めておりません。 

                                

                                     （単位：百万円） 

区分 貸借対照表計上額 

非上場株式（関係会社株式を含む） 95 

 

（関連当事者との取引に関する注記） 

１．親会社及び兄弟会社等 

（単位：百万円） 

属 性 会社等 

の名称 

議決権等の所

有(被所有) 

割合 

関連当事者

との関係 

取引の内容 取引 

金額 

科目 期末 

残高 

親会社の

子会社 

㈱阪急阪神 

ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ 

ｻﾎﾟｰﾄ 

なし 資金の預入 Ｃ Ｐ Ｓ （注１） 預け金 10,840 

利息の受取 144 － － 

 

親会社 

 

阪急阪神 

不動産㈱ 

被所有 

 直接 100.0% 

建物の賃借 

 

賃借料の 

支払(注２) 

2,683 前払費用 

未払金 

59 

59 

保証金の 

差入 

－ 差入保証金 5,085 

親会社の

子会社 

阪急電鉄㈱ なし 建物の賃借 賃借料の 

支払（注２） 

7,054 前払費用 

未払金 

36 

920 

保証金の 

差入 

－ 差入保証金 3,916 

 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注１）当社は、株式会社阪急阪神フィナンシャルサポートと「金銭消費貸借契約」を締結してお

り、阪急阪神ホールディングスグループ内の資金を一元化し、効率的に活用することを目

的としたＣＰＳ（キャッシュプールシステム）を利用しております。そのため、当社の株式会

社阪急阪神フィナンシャルサポートに対する預け金の残高は日々変動しております。 

当該取引については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。なお、担

保は提供しておりません。 

（注２）賃借料の支払については、近隣の取引実勢に基づいて、賃借料を決定しております。 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

  １株当たり純資産額          2,153,605 円 12 銭 

  １株当たり当期純利益        188,919 円 43 銭 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 


